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№８３２ ２０２２年６月５日
日本共産党荒川区議会議員団

区役所控室 ３８０２－４６２７

☆横山事務所 ℡&fax

３８９５－０５０４

荒川区町屋５－３－５

定例法律相談

６月６日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

５
月
27
日
（
金
）
、
荒
川
区

議
会
の
緊
急
会
議
が
開
か
れ
、

２
０
２
２
年
度
の
常
任
委
員
会

・
議
会
運
営
委
員
会
・
特
別
委

員
会
の
構
成
な
ど
が
決
定
し
ま

し
た
。

荒
川
区
議
会
は
、
各
議
員
が

常
任
委
員
会
と
特
別
委
員
会
の

に
所
属
、
議
会
運
営
委
員
会
の

み
会
派
人
数
で
案
分
し
て
選
出

さ
れ
ま
す
。

今
回
、
３
名
会
派
だ
っ
た

「
立
憲
・
ゆ
い
・
無
所
属
の
会
」

は
解
散
し
、
新
た
に
「
立
憲
民

主
党
荒
川
区
議
団
」
１
名
、

「
ゆ
い
の
会
」
２
名
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
議
長
は
た
ら
い
回
し
？

改
善
が
必
要
で
す
！

ま
た
、
菅
谷
議
長
が
辞
任
し
、

新
た
に
志
村
議
員
（
自
民
）
が

就
任
し
ま
し
た
。
本
来
、
議
長

・
副
議
長
の
任
期
は
法
律
で
４

年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
議

長
は
、
第
一
会
派
か
ら
の
選
出

は
当
然
で
す
が
、
ほ
ぼ
毎
年
、

自
民
党
議
員
が
交
代
（
た
ら
い

回
し
）
し
て
い
ま
す
。
議
長
は

議
会
を
代
表
す
る
重
要
な
役
割

が
あ
り
、
全
議
員
が
一
致
で
き

る
人
選
で
、
た
ら
い
回
し
は
止

め
る
べ
き
で
す
。

改
善
が
も
と
め

ら
れ
ま
す
。

熊
野
前
ひ
ろ
ば
館
は
、
区
が
直

接
運
営
し
児
童
事
業
を
行
う
残
り

少
な
い
ひ
ろ
ば
館
で
す
（
も
う
一

つ
は
「
花
の
木
ひ
ろ
ば
館
」
）
。

３
年
越
し
に
な
る
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
は
、
マ
ス
ク
生
活
、
給
食
も

一
方
向
で
黙
食
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
や
学
校
行
事
に
中
止
、
運

動
機
会
の
減
少
な
ど
長
期
に
強

い
ら
れ
、
大
変
な
ス
ト
レ
ス
が

溜
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
国
な
ど

の
研
究
機
関
の
調
査
で
も
明
ら

か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
何
度

か
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
触
れ
ま

し
た
が
、
こ
う
し
た
中
で
直
営

の
ひ
ろ
ば
館
の
職
員
が
、
専
門

性
と
長
年
の
蓄
積
を
活
か
し
、

子
ど
も
た
ち
に
様
々
な
働
き
か

け
を
し
て
き
ま
し
た
。
区
が
直
接

運
営
す
る
公
的
部
門
は
、
や
は
り

大
事
だ
と
感
じ
た
光
景
で
し
た
。

児
童
事
業
の
質
を
確
保
す
る
上
で

も
必
要
で
す
。

横
山
幸
次

６月１日から高齢者への補聴器助成制度が始まり

ました。実施内容は以下のとおりです。

対象者
・荒川区内に住所を有する満65歳以上の方

・住民税が非課税の方

・耳鼻咽喉科の医師が補聴器の必要性を認めた方

・原則として両耳の聴力レベルが40㏈以上70㏈未満

助成内容
・助成上限額 25,000円

・医療機器である補聴器が助成対象

・補聴器の本体及び付属品が対象

・一人当たり1台まで

問い合わせ先 高齢者福祉課高齢者福祉係

℡03-3802-3111（内線：2661）

横山区議は、震災・災害対策委員長、建設環境委員…
横山区議は、これまでと同じ委員会です。震災災害対策特別委

員会では、委員長に選任されました。震災問題では、10年ぶりに

東京都の被害想定が出されるなど区の対応も問われる大事な委員

会です。また建設環境委員会は、大規模駅前再開発問題、町屋さ

くら廃止に伴う地域公共交通のあり方、気候変動問題と温室効果

ガス排出ゼロの取り組みなど重要な案件が山積しています。

みなさんの声をしっかり区政に届けて力を尽くします。

裏面 コミュニティバス・移動の権利保障特集…など



荒
川
区
は
、
２
０
１
２
年
に
町

屋
さ
く
ら
を
導
入
に
あ
た
っ
て
、

区
内
全
域
を
対
象
に
「
荒
川
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
バ
ス
導
入
可
能
性
検

討
調
査
（
２
０
１
０
年
）
」
を
行

い
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。
報

告
書
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導

入
（
さ
く
ら
）
に
よ
っ
て
鉄
道
駅

ま
で
不
便
な
地
域
が
改
善
さ
れ
た

が
ま
だ
残
さ
れ
た
地
域
が
あ
る
と

し
て
、
町
屋
、
尾
久
、
日
暮
里
地

域
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ

の
上
で
、
「
荒
川
区
の
地
域
交
通

を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化
と
課
題
」

と
し
て
高
齢
化
な
ど
で
移
動
制
約

者
へ
の
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
（
上
囲
み
）
。

し
か
し
区
は
、
一
連
の
検
討
調

査
内
容
や
10
年
間
運
行
し
た
利
用

実
態
の
検
証
抜
き
に
「
区
が
赤
字

補
て
ん
を
し
な
い
」
こ
と
を
最
優

先
し
て
廃
止
に
同
意
し
ま
し
た
。

移
動
の
自
由
が
あ
っ
て
こ
そ

人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る

人
は
、
自
由
か
つ
安
全
に
移
動

す
る
こ
と
な
し
に
、
生
存
権
、
幸

福
追
求
権
を
は
じ
め
人
間
ら
し
く

生
き
る
た
め
の
権
利
を
行
使
で
き

ま
せ
ん
。
通
院
や
買
い
物
だ
け
で

な
く
、
友
人
と
付
き
合
い
、
生
き

が
い
な
ど
社
会
参
加
の
保
障
も
移

動
の
保
障
と
表
裏
一
体
で
す
。

地
域
公
共
交
通
の
確
保
を
「
採

算
性
」
だ
け
で
考
え
て
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
子
育
て
中
の
世
代
か

ら
高
齢
者
ま
で
自
由
・
安
全
に
移

動
で
き
る
街
に
な
れ
ば
、
荒
川
区

の
大
き
な
魅
力
に
な
る
は
ず
で
す
。

荒
川
区
全
域
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
運
行
し
て
も
毎
年
２
億
円
台

の
支
出
で
す
（
区
試
算
）
。

区
は
、
交
通
不
便
地
域
・
移
動

制
約
者
の
調
査
を
実
施
し
区
民
の

移
動
の
権
利
を
保
障
す
る
地
域
交

通
計
画
策
定
す
べ
き
で
す
。

「
誰
で
も
自
由
に
移
動
で
き
る

魅
力
あ
る
街
・
荒
川
区
」
を
め
ざ

す
取
り
組
み
を
前
に
進
め
る
時
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

参考資料
１、高齢者が無理なく休まず歩ける距離
６５歳以上 ７５歳以上

（国土交通省 全国都市交通特性調査）

２、クロスセクターベネフィットとは…

「ある部門で取られた（出費）行動が、他部門に

利益をもたらす（節約）」。例えば、移動を保障し、

高齢者や障害者が気軽に外出できるようにすれば、

健康増進につながる。健康増進になれば、自治体が

負担する医療介護費の負担が少なくなるという意味。

３、近隣の台東区、文京区、墨田区、北区などは、赤

字補てんしてコミュニティバス運行
台東区 約3億円、文京区 約1億7千万円など

「
生
活
の
た
め
に
働
き
続
け
る
高

齢
者
が
増
え
て
い
る
。
現
役
時
代
に

不
況
に
遭
遇
す
る
な
ど
し

て
低
年
金
に
苦
し
む
層
が

多
い
た
め
だ
…
60
代
の
２

９
０
０
人
に
仕
事
を
す
る

理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ

『
経
済
上
の
理
由
』
が
76

・
４
％
と
突
出
…
生
活
維

持
の
た
め
働
き
続
け
る
人

が
増
え
て
い
る
」

こ
う
し
た
記
事
が
中
日

新
聞
に
出
て
い
ま
し
た
。

こ
と
は
60
代
だ
け
で
な
く

70
代
で
も
多
く
の
方
が
働

い
て
い
ま
す
。

一
方
、
岸
田
自
公
政
権

は
、
暮
ら
せ
な
い
年
金
を

さ
ら
に
削
減
し
て
る
の
で
す
。
こ
ん

な
政
治
は
変
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

区民アンケートには、１０００近い回

答が寄せられています。その設問の一つ

に「移動支援、コミュニティバスについ

て」があり、町屋さくら再開と他地域へ

の拡大などコミュニティバスに拡充を求

める意見が４７％。何らかの「移動支援」

を求める声を含めると６割近くに上って

います。また、利用者の方からも切実な

実態が寄せられています。こうした

声にしっかり向き合うことが区に求

められています。

町屋さくら廃止で山

吹ふれあい館に行く

のが不便に

病院に行くのが大変

になったので病院通

いをやめた人がいる。

後期高齢者で

す。町屋駅ま

での足が途絶

えました。と

ても困ってい

ます。

廃止になった

あと、ほとん

ど出かけるこ

とがなくなっ

た。

荒川区の地域交通をとりまく環境

の変化と課題（以下要旨）
①高齢化の進行合わせた交通政策が必要

②高齢化に伴い障害がでる人が増え、移

動制約者の対策検討が必要

③鉄道駅までの移動が不便な地域が存在

④大型集合住宅建設に伴う交通需要、福

祉施設・大型商業施設等への移動手段確

保…など


